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新
年
を
迎
え
て

　
　
　  

管
理
運
営
委
員
会

   

委
員
長  

渡
辺

茂

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
日
頃
は
、
西
砂
会
館
の

運
営
に
対
し
、
地
域
諸
団
体
、
学

校
関
係
、
地
域
の
皆
様
方
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
頂
き
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

年
月
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
に
よ
る
日
常
生
活
の
活

動
自
粛
が
始
ま
っ
て
３
年
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
間
、
地
域
諸
団
体

の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
り
会
館

の
利
用
者
が
半
減
し
ま
し
た
。

さ
て
、
令
和
４
年
度
の
会
館
の

事
業
は
10
月
29
日
（
土
）
に
防
災

訓
練
、
11
月
27
日
（
日
）
に
管
外

研
修
会
を
実
施
、
西
砂
会
館
恒
例

の
新
年
行
事
で
あ
り
ま
す
「
ま
ゆ

玉
飾
り
」
は
規
模
を
縮
小
し
て
役

員
・
運
営
委
員
の
み
で
１
月
８
日

（
日
）
に
実
施
し
ま
し
た
。
続
い

て
１
月
29
日（
日
）に
は「
初
笑
い

親
子
手
打
ち
う
ど
ん
作
り
大
会
」

を
西
砂
川
地
区
文
化
会
と
共
催
で

実
施
致
し
ま
す
。

年
度
末
に
は
、
当
会
館
の
一
大

事
業
で
あ
り
ま
す
「
西
砂
会
館
ま

つ
り
」
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

「
第
８
波
」
の
状
況
を
見
て
３
月

５
日
（
日
）
に
開
催
し
た
い
と
思

い
ま
す
。「
手
打
ち
う
ど
ん
」・「
杵

つ
き
餅
」
の
模
擬
店
、「
地
産
野

菜
店
」「
包
丁
研
ぎ
」等
を
予
定
し
、

演
芸
会
で
は
日
頃
練
習
を
重
ね
て

い
る
の
ど
自
慢
、
腕
自
慢
の
方
々

の
出
演
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
も
運
営
委
員
会
一
同
、
よ

り
良
い
会
館
に
な
る
様
、
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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『
会
館
ま
つ
り
の
ご
案
内
』

四
年
ぶ
り
に
西
砂
会
館
の
会
館

ま
つ
り
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
手
打
ち
う
ど
ん
や
杵

つ
き
餅
、
包
丁
研
ぎ
、
地
元
野
菜

の
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
午

後
に
は
演
芸
も
あ
り
ま
す
。
み
な

様
お
さ
そ
い
合
わ
せ
の
う
え
お
越

し
下
さ
い
。

※
尚
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況

に
よ
り
や
む
な
く
中
止
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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『
防
災
訓
練
と
利
用
者
懇
談
会
』

令
和
四
年
十
月
二
九
日
（
土
）

に
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
会
館
の
役
員
で
あ
る
塚

本
氏（
東
京
消
防
庁
防
災
指
導
員
）

に
講
師
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
三
角
巾
の
巻
き
方

を
教
え
て
も
ら
い
二
人
一
組
で
実

際
に
行
い
ま
し
た
。

第
三
見
学
場
所

太
田
市
に
あ
る
「
旧
中
島
家
」

中
島
飛
行
機
の
創
設
者
中
島
知
久

平
氏
が
大
正
六
年
に
両
親
の
た
め

に
故
郷
に
築
い
た
も
の
で
宮
殿
様

式
の
特
徴
が
随
所
に
見
ら
れ
る
近

代
和
風
建
築
物
で
国
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

映
写
さ
れ
街
中
を
練
り
歩
く
の
を

見
る
事
が
出
来
感
動
で
し
た
。

そ
の
後
「
秩
父
神
社
」
に
移
動
し

境
内
に
祭
の
屋
台
を
組
立
る
パ
ー

ツ
が
順
番
に
置
か
れ
、
組
立
作
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
屋
台
は

一
本
の
釘
も
使
用
せ
ず
に
組
立
て

ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

第
二
見
学
場
所

深
谷
市
に
あ
る
渋
沢
栄
一
記
念

館
に
到
着
し
、
二
階
の
講
堂
に
案

内
さ
れ
、
二
階
に
は
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
の
渋
沢
栄
一
氏
が
立
っ
て
お
り

ご
自
身
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
語

り
そ
の
み
ご
と
さ
に
感
動
し
ま

し
た
。

『
西
砂
会
館
管
外
研
修
会
』

十
一
月
二
七
日
（
日
）
三
年
ぶ

り
の
日
帰
り
バ
ス
研
修
会
を
十
八

名
の
参
加
者
で
行
い
ま
し
た
。

バ
ス
内
の
講
演
は
役
員
の
笠
井
氏

に
お
願
い
し
、
明
治
の
頃
か
ら
終

戦
後
ま
も
な
い
拝
島
駅
周
辺
の
お

話
し
、
特
に
終
戦
直
後
の
拝
島
駅

の
思
い
出
話
し
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。第

一
見
学
場
所

「
秩
父
市
祭
り
会
館
」
の
中
に
は

夜
祭
り
に
使
用
す
る
二
台
の
屋
台

が
雄
大
に
飾
ら
れ
て
い
た
。
映
像

室
内
で
は
毎
年
十
二
月
二
・
三
日

に
開
か
れ
る
秩
父
夜
祭
の
屋
台
が 秩父夜祭の屋台①

秩父夜祭の屋台②

アンドロイドの渋沢栄一氏
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私
は
昭
和
四
四
年
ま
で
二
八
年
間

拝
島
村
掘
向
（
現
在
の
昭
島
市
美

堀
町
・
銀
杏
並
木
の
辺
り
）
に
住

ん
で
い
ま
し
た
が
、
横
田
基
地
飛

行
機
の
飛
行
や
エ
ン
ジ
ン
テ
ス
ト

騒
音
の
た
め
現
在
地
西
砂
川
に
移

住
し
、
五
三
年
に
な
り
ま
し
た
。

戦
時
中
の
昭
和

一
九
年
当
時
、

現
在
の
福
生
市

リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
西
側
は

高
さ
約
二
メ
ー

ト
ル
程
の
竹
割

塀
で
囲
わ
れ
た

山
林
で
、
軍
用

地
と
し
て
警
備

員
が
常
駐
す
る

場
所
で
し
た
。

終
戦
後
痛
ん
で
い
た
竹
垣
は
壊
れ

山
林
に
入
れ
る
状
態
に
な
っ
て
何

時
の
間
に
か
子
供
の
遊
び
場
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
山
林
の
中
に
爆
風
除
け
と

し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

土
塀
で
囲
ま
れ
た
施
設
や
三
〇
〇

㎡
程
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
草
原

の
空
き
地
が
あ
り
、そ
こ
で
子
供
達

は
、か
く
れ
ん
ぼ
や
三
角
ベ
ー
ス（
野

球
）を
や
る
様
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

山
林
の
南
側
は
殿
ヶ
谷
用
水
が
流

れ
て
い
て
、
こ
の
用
水
を
越
え
て

山
林
に
入
る
の
で
す
が
、
何
時
の

間
に
か
夏
場
に
は
こ
の
用
水
に
入

り
込
ん
で
水
浴
び
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

更
に
子
供
の
知
恵
で
木
の
枝
を
折

り
取
っ
て
は
水
路
に
積
み
重
ね
、

水
の
流
れ
を
止
め
て
水
嵩
を
上
げ

楽
し
む
様
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

時
に
は
空
き
缶
の
上
部
両
側
に
穴

を
空
け
針
金
を
通
し
て
、
缶
を
手

提
げ
に
持
ち
、
水
路
を
少
し
往
復

す
る
と
手
提
げ
の
缶
に
は
沢
蟹
が

二
〇
匹
程
取
れ
て
い
る
の
で
す
。

砂
川
の
農
家
の
人
達
に
よ
っ
て
川

さ
ら
い
を
す
る
時
は
、
玉
川
上
水

の
水
門
を
閉
め
る
た
め
時
期
に

よ
っ
て
は
落
ち
鮎
が
何
匹
も
取
れ

る
事
が
あ
り
、
想
い
出
の
残
る

殿
ヶ
谷
用
水
で
し
た
。

   

笠
井

信
吾

殿ヶ谷用水と子供

  『
ま
ゆ
玉
飾
り
』

新
春
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す

「
ま
ゆ
玉
飾
り
」
で
す
が
、
相
変

わ
ら
ず
の
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止

も
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
伝
統
文

化
の
途
切
れ
を
懸
念
し
、
本
年
も

運
営
委
員
の
み
に
て
一
月
八
日
に

実
施
致
し
ま
し
た
。

江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
お
り
ま

す
こ
の
行
事
は
、
小
正
月
の
一
月

十
四
日
に
そ
の
年
の
養
蚕
の
豊
作

を
祈
願
し
て
、「
写
真
」の
よ
う
な

「
ま
ゆ
玉
飾
り
を
」
を
し
ま
し
た
。

米
の
粉
を
熱
湯
で
練
り
繭
に
み
た

て
た
団
子
に
し
て
蒸
か
し
ま
す
。

そ
の
団
子
を
背
丈
程
の
楢
や
樫
の

木
な
ど
の
枝
に
さ
し
た
も
の
を
、

石
臼
の
穴
に
立
て
て
飾
り
ま
す
。

こ
の
木
に
は
団
子
の
ほ
か
蜜
柑
な

ど
も
さ
し
ま
す
。
養
蚕
が
盛
ん
で

あ
っ
た
頃
が
偲
ば
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
ま
し
た
ら

ま
た
、
盛
大
に
実
施
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
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西
砂
地
区
防
災
訓
練

令
和
四
年
十
二
月
四
日
（
日
）

松
中
小
学
校
に
於
い
て
、
自
治
連

西
砂
支
部
主
催
に
よ
り
ま
す
、
西

砂
地
区
防
災
訓
練
が
三
年
ぶ
り
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
を
考
慮
し
、
各
自
治
会
ご
と
に

人
数
を
制
限
し
て
約
一
二
〇
名
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

訓
練
は
災
害
時
避
難
所
が
開
設
さ

れ
た
場
合
を
想
定
し
、「
間
仕
切

り
」「
簡
易
ト
イ
レ
」「
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
」
の
設
営
「
備
蓄
品
倉

庫
」
の
確
認
等
避
難
所
生
活
に
焦

点
を
当
て
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
消
防
署
員
の
指
導
に

よ
り
ま
す
消
火
器
の
取
り
扱
い
訓

練
等
も
行
い
ま
し
た
。

三
年
ぶ
り
の
交
流
会

令
和
四
年
十
二
月
三
日
（
土
）

に
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
開
催
を
見

合
わ
せ
て
ま
し
た
天
王
橋
会
館
と

西
砂
会
館
の
交
流
会
が
、
実
に
三

年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
石

井
、
渡
辺
両
委
員
長
の
挨
拶
を
皮

切
り
に
、
中
止
続
き
で
あ
っ
た
各

イ
ベ
ン
ト
の
こ
と
、
両
会
館
の
研

修
会
に
つ
い
て
等
々
活
発
に
意
見

交
換
が
さ
れ

ま
し
た
。
次

回
は
令
和
五

年
西
砂
会
館

で
の
開
催
予

定
で
す
。

※
利
用
中
止
の
場
合

必
ず
事
前
に
管
理
人
に
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
電
話
で
も

可
。

※
利
用
後
の
清
掃

部
屋
・
設
備
の
使
用
後
は
、

清
掃
整
理
し
、
ゴ
ミ
等
は
お

持
ち
帰
り
願
い
ま
す
。

  

西
砂
会
館
利
用
案
内

「
開
館
時
間
」

午
前
九
時
〜
午
後
十
時

「
利
用
申
し
込
み
受
付
日
」

毎
月
一
日
と
月
・
水
・
金
の

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

（
正
午
〜
午
後
一
時
を
除
く
）

※
印
刷
機
も
有
料
に
て
利
用
で

　
　
き
ま
す
。（
受
付
時
間
内
）

「
休
館
日
」

第
二
木
曜
日
・
第
四
火
曜
日

「
お
問
い
合
わ
せ
」

TEL
ＦＡＸ

五
三
一
―
〇
〇
六
六

☆
会
館
内
は
禁
煙
で
す

◆
編
集
委
員
談
◆

自
転
車
運
転
の
交
通
違
反
（
信
号

無
視
・
一
時
不
停
止
・
右
側
通
行
・

無
灯
火
・
飲
酒
運
転
）
あ
な
た
は
交

通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
ま
す
か
？

こ
れ
ま
で
、
警
告
に
と
ど
め
て
い

た
ケ
ー
ス
で
も
、
今
後
は
交
通
切
符

を
交
付
し
て
検
挙
す
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
な
が
れ
て
い
ま
し
た
。

都
内
で
は
令
和
２
年
一
年
間
で
悪

質
な
自
転
車
運
転
で
４
３
０
０
件
余

り
が
検
挙
さ
れ
、
自
転
車
が
関
係
す

る
事
故
も
１
２
０
０
０
件
余
り
と

年
々
増
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
移
動
手
段
、
フ
ー
ド

デ
リ
バ
リ
ー
の
需
要
な
ど
に
よ
り
自

転
車
利
用
が
増
え
て
い
る
の
も
増
加

の
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

一
度
自
身
の
自
転
車
運
転
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
自
分
は
捕
ま

ら
な
い
か
ら
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い

か
ら
大
丈
夫
な
ん
て
、
無
責
任
な
考

え
は
事
故
の
も
と
で
す
。
子
供
た
ち

の
悪
い
お
手
本
と
な
ら
な
い
よ
う
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。




